
記入例

建物所有者様の情報を記載してください。

エクセル等にて報告書を作成される場合は、あらかじめ送付物に
記載されている「識別コード」をシートに転記してください。

建物情報を記載してください。

建物用途分類

事務所、ｵﾌｨｽ､ﾒｰｶｰ等の本社（事務所機能のみを有するもの）事務所等１

ﾎﾃﾙ、旅館等及びそれらに付随する施設（ﾚｽﾄﾗﾝ、結婚式場等）含むホテル等２

病院、医療機関、福祉施設、老人ホーム等病院等３

ｽｰﾊﾟｰ､ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ､ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ、自動車ﾃﾞｨｰﾗｰ物品販売等を含む店舗等４

小・中・高・大学、専門学校、自動車学校、各種学校、学習塾等学校等５

ﾚｽﾄﾗﾝ、喫茶店、ﾊﾞｰ等飲食店等６

運動施設（ｼﾞﾑ、ボウリング等）、浴場、映画館、美術館、寺社、ﾊﾟﾁﾝｺ集会所等７

工場、倉庫工場等８

※前年度に報告書を提出いただいた事業者様は、昨年度の報告内容をあらかじめ印字
しております。訂正がある場合は、二重線と正しい情報を記載してください。

※一つの建物で複数の用途がある場合は、エネルギー使用量が最も多いと思われる用途を
選択してください。

建物の利用用途については、下表から選択してください。

前年度（令和７年４月１日～令和８年３月３１日まで）に事業活動で使用され
たエネルギー量について記載してください。前年度分の把握が困難な場合は、
前年１月１日～１２月３１日までのエネルギー量について記載してください。

該当する項目について、チェックを入れてください。
再エネプランを契約されている方はプランのCO2排出係数を御記入ください。

省エネに関して取り組まれている内容や太陽光発電以外の省エネ法に基づく
非化石エネルギー※を使用された場合は、使用量をこちらに記載して下さい。
※太陽熱、木材、水素、アンモニア等

本報告書を作成された方の情報（連絡先）を記載してください。
今後の書類送付先及び問合せ先になります。

問合せ先：京都市環境政策局地球温暖化対策室 準特定事業者担当
e-mail  jtco2@city.kyoto.lg.jp 電話 075-222-4555

主な居室：人が一番多く、⾧く在室する室。


